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Ａ．研究目的 

本研究では、HIV 感染者の aging に伴う合併症の中

でも、特に、悪性腫瘍の早期発見を行う目的で、

FDG-PET/CT 検査と補助検査を組み合わせ、早期発

見が可能かどうか検討する。 

Ｂ．研究方法 

血友病 HIV 感染者にどのくらいの悪性腫瘍が存在

しているかを調べるために、FDG-PET/CT 検査およ

び胸部 CT、頭部 MRI 検査、上部消化管内視鏡検査、

血液 

腫瘍マーカー、血液一般/生化学検査、尿検査、便潜

血検査を実施する。 

（倫理面への配慮） 

本研究に関係する全ての研究者は、「人を対象とす

る医学系研究に関する倫理指針」に従って本研究を

実施する 
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Ｃ．研究結果 
本試験は、倫理委員会の承認を経て2016年12月に開

始し、2018年3月時点で70例のHIV陽性血友病患者が

登録されている。このうち69例がPET/CT検査を実

施した。登録症例（全て男性）の平均年齢は48.9±8.0
歳で（40歳代にピークがある。PET/CT検査におけ

る要精査率は21.7％（15/69）であり、PET検診受診

者の40歳代における約7％を大幅に上回っていた。要

精査部位は甲状腺、肺、膵臓で、40歳代、50歳代に

集中し、厳密に精査中である。FDGは炎症細胞にも

集積し、また全身のスクリーニングが一度の検査で

可能で、CT所見も確認できることから、関節炎の状

態も観察が可能と考えられた。さらにはCT所見によ

る肝実質の形態も確認可能であり、慢性肝障害の進

行を推測することが可能であった。脳MRIでは悪性

病変の検出は認められなかった。腫瘍マーカーは

21.7％（15/69）で陽性であり、DUPAN-2、CYFRA、

CEAが主なマーカーである。便潜血反応検査は8例
（12.3％、8/65）で陽性であり、現在精査中である。

上部内視鏡では、悪性病変の検出は認められなかっ

たが、82.7％（43/52）で胃粘膜萎縮、食道裂孔ヘル
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ニア等が指摘されている。FDG-PET/CT検査以外で

の検査陽性例の年齢にピークは認められなかった。 
 

Ｄ．考察 

受診年齢層は 40 歳代をピークとすることからも

PET がん検診を受診するピーク層（50－60 歳代）

よりも若年が対象となっている。要精査部位は甲状

腺、肺、膵臓で厳密に精査中である。FDG は炎症細

胞にも集積し、関節炎の状態も観察が可能と考えら

れた。CT 所見で慢性肝障害の進行の推測も可能と考

えられる。 

 
Ｅ．結論 

HIV感染者のagingに伴う悪性腫瘍の早期発見を行

う目的で、FDG-PET/CT検査と補助検査を組み合わ

せ、早期発見が可能かどうか検討する。全症例に対

して厳重に観察を行っており、その結果を以て本検

査の有用性を検討する予定である。 
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